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研究成果の概要（和文）：　本研究課題では、新規学卒者に対する定量・定性調査を実施し、新規学卒者の入社
後の組織適応プロセスの詳細な解明を行うことを試みた。
　とりわけ、第1に、縦断的調査データを用いて新規学卒者の入社後の組織適応プロセスの規定要因を明らかに
し、第2に新規学卒者の入社前の就職活動時の職務探索行動が入社後の組織適応に影響を及ぼすことを明らかに
した。

研究成果の概要（英文）：In this research project, I attempted to clarify the organizational 
adjustment process of new graduates after joining the organization by conducting a quantitative and 
qualitative survey for new graduates. In particular, I explored the following two points. First, the
 antecedents of the organizational adjustment process of new graduates after joining the company 
were identified using the longitudinal survey data. Second, it was revealed that the job search 
behaviors of new graduates during job search period had the significant effects on the 
organizational adjustment variables after joining the company.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　新規学卒者の入社後の組織適応プロセスについて、縦断的調査データを用いてより詳細かつ精緻に明らかにす
ることは、既存の組織社会化研究で求められており、本研究課題はそれに応えるものである。ついで、新規学卒
者の組織適応に影響する要因として、入社前の就職活動との関連を検討することは、既存研究で必要性が指摘さ
れながらも、十分な経験的事実の蓄積がなされておらず、議論の余地が残されている。最後に、新規学卒者の早
期離転職の課題などがわが国の企業で指摘される中、本研究成果は社会的な有益性をも有するものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１． 研究開始当初の背景 
 
新規学卒就職者（以下、新規学卒者）は、入社後に組織の規範や価値観を受け入れると同時に、
仕事上必要とされるスキルや能力を高めながら、「組織社会化」を果たしていくことがキャリア
発達上求められている（Schein, 1978）。組織社会化とは、「新規参入者が組織の外部者から内部
者へと移行していく過程」（Bauer et al., 2007）と定義づけられる概念であり、新規学卒者は社
会化の結果として円滑な組織適応が可能になる。 
そのような中、組織社会化研究では、新規学卒者の組織適応を促進する要因の検討が多く行わ
れてきた。具体的には、2つの視点に基づく検討が行われてきている。1つは組織社会化を促進
する企業施策などの「組織」要因の役割を明確にする研究であり、もう 1つは組織適応するため
に、新規学卒者のパーソナリティなどの「個人」要因の役割を明らかにする研究である。 
このような組織や個人の役割の明確化を意図した組織社会化研究は、新規学卒者の組織適応
プロセスの解明に一定の成果を上げてきた。しかしその一方で、組織社会化研究に対して新たな
研究視点に基づく検討の必要性を指摘することができる。第 1 に、新規学卒者の入社後の組織
適応プロセス及びそれに影響を及ぼす規定要因について、縦断データを用いてより詳細に検討
する必要性である。つまり、新規学卒者のより動態的な組織適応プロセスの解明、及び動態的な
組織適応プロセスに影響する要因の特定化が求められているといえる。第 2 に、先述のとおり
既存研究が主として新規学卒者の組織適応を促進する「入社後」の要因を明らかにすることに注
力しているが、個人のキャリア発達が入社前からの連続性を持っていることを考えると、新規学
卒者の「入社前」の職務探索行動（job search behavior）研究とのつながりを視野に入れた組織
適応プロセスの解明が必要である。しかし現段階で、新規学卒者の入社前の職務探索行動と入社
後の組織適応との関係についての経験的事実の蓄積は必ずしも十分とは言えない。 
 
２． 研究の目的 
 
 上記のような組織社会化研究の課題を踏まえ、本研究では、新規学卒者に対する定量・定性調
査を実施し、新規学卒者の入社後の組織適応プロセスの詳細な解明を行うことを目的とする。 
具体的には、第 1 に、新規学卒者の入社後の組織適応プロセス及びそれに影響を及ぼす規定
要因について縦断データを用いてより詳細に検討し、第 2に新規学卒者の「入社前の就職活動」
要因が入社後の組織適応にいかなる影響を及ぼすのかを明らかにすることである。 
 
３． 研究の方法 
 
 上記の研究目的を明らかにするにあたり、平成 28年度から平成 31年度（令和 1年度）までの
4年間で理論的、実証的検討を行った。とりわけ、質問紙調査実施前に行う詳細な文献調査と具
体的な仮説の設定作業、新規学卒者に対する質問票調査の実施及びインタビュー調査の実施を
行う必要がある。 
 
（1） 文献調査の実施 
 
 本研究では新規学卒者の組織社会化過程の解明を大きな目的としている。組織社会化は、複数
の領域に関連する課題であるため、複数領域の知見を検討することが必要になる。そのため、組
織行動論、人的資源管理論、キャリア発達論の 3つの関連領域を中心に、既存文献の入念な探索
及び内容の検討、それに基づく概念整理によって詳細な研究枠組みの構築が不可欠である。 
 
（2） 新規学卒者に対する質問票調査の実施 
 
 研究課題を明らかにするために、企業に入社した新規学卒者に対する複数回の質問票調査を
実施した。 
 
① 新規学卒者に対する横断的調査の実施 
入社直後の新規学卒者に対して、毎年（平成 28 年・平成 29 年・平成 30年・平成 31 年）質問
票調査を実施した。 
 
② 新規学卒者に対する縦断的調査の実施 
新規学卒者に対して、継続的に実施している縦断的調査があったため、本研究課題の期間にお
いても継続的に縦断的調査の実施を行った。 
 
（3） 新規学卒者に対するインタビュー調査の実施 
 
 上記の質問票調査の分析結果についてより詳細に解釈すること、及び新たな研究枠組みの構
築を目的に、入社 2・3年目の新規学卒者 10数名を対象に、平成 30年にインタビュー調査を実
施した。 



４． 研究成果 
 
 本研究課題の目的に従い、主として定量調査データの分析を通して、以下の諸点を明らかにし
た。 
 
（1） 縦断データを用いた新規学卒者の入社後の組織適応プロセス及び規定要因を検討した
研究成果 
 

 新規学卒者の入社後の組織適応及びキャリア発達の観点から、職業的アイデンティティ
（vocational identity）の形成に焦点を当て、それを促進する企業施策などの組織要因の実証
的検討を行った結果、以下の点が明らかになった。 
第 1 に、リアリティショックが新規学卒者の入社後の職業的アイデンティティの形成に負の
影響を及ぼすことが明らかになった点である。具体的には、リアリティショックの中でも、現実
的会社状況ショックと職務・職場環境ショックが有意な負の影響を及ぼしていることが示され
た。 
第 2に、新規学卒者の組織社会化を促進する企業施策である、組織社会化戦術の中では、文脈
的社会化戦術と社会的社会化戦術が職業的アイデンティティに対して有意な正の影響を及ぼし
ていることが確認された。文脈的社会化戦術とは、新規学卒者に対して、集合的かつ共通の教育
訓練プログラムを提供し、Off-JT のように公式的な形で会社の内部者と隔離されて研修が行わ
れることを意味するものである。また、社会的社会化戦術は、職場において新規学卒者にとって
役割モデルとなるような上司や同僚の存在、及び上司や同僚からのソーシャルサポートが得ら
れる状況を示すものである。したがって、上記施策を効果的に取り入れることにより、新規学卒
者の職業的アイデンティティが高まっていくことが示唆された。 
第 3 に、入社後の新規学卒者の職業的アイデンティティに対する人的資源管理施策知覚の有
意な影響力を確認することができなかった。人的資源管理施策知覚の下位次元として、長期雇用
の保障、教育訓練の充実、人事考課・昇進の公平性の 3つを設定し、職業的アイデンティティへ
の影響を検討したが、そのいずれも有意な影響が確認されなかった。しかしながら、調査データ
は、入社後 1年間を対象としており、その間の職業的アイデンティティの発達への影響を検討し
た結果である。したがって、入社後 3年間や 5年間といった少し長期に見た時の新規学卒者の職
業的アイデンティティの形成に人的資源管理施策知覚が影響を及ぼしている可能性があるため、
今後より長期の職業的アイデンティティ形成に対する人的資源管理施策知覚の影響について更
なる検討を行うことが必要である。 
 
（2） 新規学卒者の入社前の就職活動要因と入社後の組織適応との関係を検討した研究成果 
 

就職活動中に行なった自己理解や職業・業界理解などの新規学卒者のキャリア探索行動が、入
社後の組織適応指標（個人－組織適合及び個人－職業適合）にいかなる影響を与えるかを明らか
にするために、キャリア成熟を媒介（mediate）した影響過程について検討を行った。その結果、
以下の点が明らかになった。 
第 1 に、新規学卒者のキャリア探索行動と入社後の組織適応指標である個人－組織適合及び
個人－職業適合との関係において、キャリア成熟が媒介していることを明らかにした。 
第 2に、キャリア探索行動とキャリア成熟との関係において、自己理解、職業・業界理解、学
外キャリア相談は、有意にキャリア成熟を高める一方で、学内キャリア相談の有意な影響力は確
認できなかった。すなわち、学内のキャリアセンターや進路指導室などを活用した学内キャリア
相談は、キャリア成熟に対する有意な影響を確認することができず、実践的課題として、学内で
のキャリア相談のあり方について今後慎重に検討することが求められるといえる。 
第 3 に、キャリア成熟と組織適応指標（個人－組織適合と個人－職業適合）との関係におい
て、キャリア成熟の下位次元の中で、計画性と関心性は、個人－組織適合及び個人－職業適合の
双方を有意に促進する一方で、他方自律性については有意な影響力を確認することができなか
った。この結果から、新規学卒者に対して、キャリア目標や計画を策定すること、及びキャリア
そのものに対する高い意識や関心を醸成することは、その後のキャリア選択や組織適応に対し
て効果的な影響を及ぼすことが示され、その重要性が示唆された。 
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